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2
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

あけましておめでとうございます。

昨年は、主要施策として進めている新庁舎建設をは

じめ、市民会館や給食センターなど、安来市発展の礎

となる建設事業の足掛かりができた年でありました。

さらに、第一中学校の新校舎が完成し、市内の小中学

校の耐震化率は１００パーセントとなり、県下に誇れる

教育環境が整ったと考えております。

さて、今年は旧安来市・広瀬町・伯太町が合併し、

新安来市が誕生して１０周年を迎える節目の年でもあり

ます。１０月には記念式典を挙行し、市の歌や市民憲章

の制定、市政功労者表彰、基調講演などを行うほか、

関連行事を企画しております。合併後１０年を迎えて、

市民の皆さんの一体感もより高まってきたように感じ

ていますが、この式典を本市のさらなる飛躍への契機

としていきたいと思います。

人口減少へと向かう日本社会において、安来市にお

いても少子高齢化や中心市街地、中山間地域の対策を

はじめ、取り組むべき課題は山積しております。

これまでの政策を基軸とし、防災・教育・医療・福

祉・産業・環境・情報・交通などの市政運営を着実に

推し進め、引き続き安来市発展のために力強くまい進

する所存です。

成人式は友人とのうれしい再会の場

でもあります。この日、懐かしい友人

からもらった力は、未来への推進力と

なるはず。夢や目標に向かって大いに

羽ばたけ新成人！

・撮 影 日 １月３日

・撮影場所 安来町（市民体育館・

安来市成人式）

今月の表紙

「再会を祝して」

長

信

新安来市10周年

節目の年を迎えて

市

短
●
第
一
中
学
校
新
校
舎

し
ゅ
ん
工
記
念
式
典
（
１
月
７
日
）

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
新
校
舎
で
の

学
校
生
活
を
通
し
て
、「
郷
土
に
愛
着

を
も
ち
、
世
界
に
羽
ば
た
く
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
る
」
人
に
成
長
さ
れ
ま
す
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。（
８
ペ
ー
ジ
に
関

連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

２



こ
の
日
、
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え

た
の
は
、
平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
３
８

７
人
で
、
こ
の
内
、
３
５
５
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
新
成
人
を

代
表
し
て
、
成
人
式
実
行
委
員
長
の

池
田
早
織
さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
責
任
あ
る
社
会
人
と

し
て
歩
ん
で
い
く
決
意
を
誓
い
ま
す
」

と
力
強
く
宣
言
。
続
い
て
近
藤
市
長

が
「
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
す
る
と
と
も
に
、
人
と
の
輪
を
大

切
に
し
、
育
て
、
発
展
さ
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

新
成
人
主
体
で
行
っ
た
第
２
部
で

は
、
新
成
人
の
３
人
が
息
の
合
っ
た

「
ラ
ッ
プ
」
を
披
露
し
た
ほ
か
、
学

生
生
活
を
振
り
返
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が

流
れ
る
と
、
懐
か
し
い
映
像
に
顔
を

ほ
こ
ろ
ば
せ
る
場
面
も
。
ま
た
、
成

人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
る
２０
歳
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

競
技
で
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
長

島
徳
幸
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
成
長

を
振
り
返
り
、
家
族
や
周
り
の
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
夢
に
向
か
っ
て
日
々
ま
い
進
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

み

く

最
後
に
実
行
委
員
の
岩
田
美
玖
さ
ん

が
、
生
ま
れ
育
っ
た
安
来
へ
の
感
謝

の
思
い
を
述
べ
閉
会
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
懐
か
し
い
友
人
と
の
再

会
を
喜
ぶ
姿
や
、
記
念
写
真
を
撮
る

姿
な
ど
が
見
ら
れ
、
終
始
華
や
い
だ

雰
囲
気
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

私
は
小
学
生
の
時
に
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
と
出
会
い
、
今
ま

で
続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
決
し
て
順
調
な
日
々
ば
か
り
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
悩
み
ス
ラ
ン
プ

が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
、「
自
分
は

一
人
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

多
く
の
仲
間
や
先
輩
に
支
え
ら
れ
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
感
謝
し
て
い
ま

す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
周
囲
か
ら
多
く

の
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今

は
自
分
を
信
じ
、
世
界
を
舞
台
に

戦
っ
て
い
ま
す
。

私
の
夢
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
、
メ
ダ
ル
を
獲
る
こ
と
で
す
。
夢

は
必
ず
か
な
う
と
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、
現
実

か
ら
逃
げ
ず
、
日
々
、
ま
い
進
し
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
の
夢
が

か
な
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平平
成成
２２６６
年年

安安
来来
市市
成成
人人
式式

夢夢
はは
オオ
リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
でで

メメ
ダダ
ルル
獲獲
得得

ジーー

自自
覚覚
とと

責責
任任
をを

胸胸
にに

大大
人人
とと
しし
てて

歩歩
みみ

出出
しし
たた

３３
８８
７７
人人
のの

新新
成成
人人

セ

長島徳幸さん

ッッメのの歳

１１
月月
３３
日日
、、
安安
来来
市市
民民
体体
育育
館館
でで

平平
成成
２２６６
年年
成成
人人
式式
がが
行行
わわ
れれ
、、ああ
でで

やや
かか
なな
振振
りり
袖袖
やや
スス
ーー
ツツ
にに
身身
をを
包包

んん
だだ
新新
成成
人人
がが
、、参参
列列
者者
やや
家家
族族
、、友友

人人
らら
かか
らら
祝祝
福福
をを
受受
けけ
、、大大
人人
とと
しし

てて
のの
第第
一一
歩歩
をを
踏踏
みみ
出出
しし
まま
しし
たた
。。

２２００

式の企画・準備、

司会・運営等を担
当

①

③③

④④

成人式実行委員

②

①
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
ベ

ス
ト
を
尽
く
す
と
ラ
ッ

プ
に
込
め
る
新
成
人
。（
右
か
ら
、
井
澤
竜
祐

さ
ん
、
世
佐
木
優
さ
ん
、
岩
﨑
哲
也
さ
ん
）

②
恩
師
と
の
再
会
も
楽
し
み
の
一
つ
。

③
安
来
節
保
存
会
「
S
O
W
〜
想
創
〜
」
の
皆

さ
ん
が
伝
統
芸
能
を
披
露
。

④
懐
か
し
い
映
像
に
見
入
る
新
成
人
。

左…委員長の池田早織
さん。
右…（右から）副委員
長の岩田美玖さん、
委員の田邊健悟さん
と若松裕也さん。

式の立役者

■
問
い
合
わ
せ
…
地
域
振
興
課

℡
２３‐

３
０
７
０

３



１.

自
営
業
（
製
造
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
・
建
設
業
な
ど
）
や
農
業
な
ど
の

事
業
収
入
が
あ
る
人

２.

家
賃
・
地
代
な
ど
の
不
動
産
収

入
や
、
土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
収

入
が
あ
る
人

３.

給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
、

次
の
㋐
〜
㋔
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

㋐
平
成
２５
年
中
に
給
与
の
年
末
調
整

を
受
け
て
い
な
い
場
合

㋑
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
場
合

㋒
ア
ル
バ
イ
ト
、
内
職
、
日
々
雇
用

の
人
で
、
給
与
か
ら
税
金
が
引
か

れ
て
い
な
い
場
合

㋓
満
期
保
険
金
の
受
け
取
り
（
一
時

所
得
）
や
定
期
年
金
の
個
人
年
金

収
入
（
一
般
雑
所
得
）
等
が
あ
る

場
合

㋔
医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

４.

年
金
収
入
の
み
で
所
得
税
等
の

精
算
が
必
要
な
人

（
注
１
）
公
的
年
金
等
の
収
入
が
４

０
０
万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万
円

以
下
の
場
合
は
、
確
定
申
告
書
の
提

出
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税

等
の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
申
告
が

必
要
で
す
。

（
注
２
）
所
得
税
等
の
確
定
申
告
を

要
し
な
い
場
合
で
も
、「
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
や
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除

▽
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

松
江
税
務
署
（
代
表
）

℡
０
８
５
２‐

２１‐

７
７
１
１

▽
市
県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
市
民
税
担
当

℡
２３‐

３
０
４
０

▽
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
電
子
証
明
書
に
つ
い
て

市
民
課

℡
２３‐

３
０
８
０

▽
お
む
つ
使
用
に
関
す
る
証
明
書
・
障
が
い
者
認
定
に
つ
い
て

高
齢
者
安
心
課

℡
２３‐

３
２
２
３

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
、
市
県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税

問い合わせ

税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
各
申
告
会
場
と
受
付
時
間
は
、
５

ペ
ー
ジ
の
申
告
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。
３
月
に
な
る
と
申
告
会
場
は

混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

申

告

が

必

要

な

人

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
・

市
県
民
税
兼
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

申
告
期
間

２
月
１７
日
㈪
〜
３
月
１７
日
㈪

９
時
〜
１６
時
（
土
日
を
除
く
）

申
告
会
場

・
安
来
市
民
会
館

大
会
議
室

※
休
日
受
付
…
３
月
１
日
㈯
・
９
日
㈰
・
１６
日
㈰

・
広
瀬
庁
舎

１
階

・
伯
太
庁
舎

市
民
ホ
ー
ル

・
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
１
番
１
号
）

所
得
税
の
確
定
申
告
の
み
受
け
付
け
ま
す

※
休
日
受
付
…
２
月
２３
日
㈰
・
３
月
２
日
㈰

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
（
税
金
の
払
い
戻
し
）

申
告
会
場

・
安
来
市
民
会
館

大
会
議
室

２
月
４
日
㈫
〜
２
月
１４
日
㈮
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
９
時
〜
１６
時

・
松
江
税
務
署
（
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
地
１０
）

１
月
６
日
㈪
〜
２
月
１４
日
㈮
（
土
日
祝
日
を
除
く
）
８
時
３０
分
〜
１７
時

▽
右
記
の
各
会
場
は
e‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
い
ま
す

４



等
）
以
外
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
や
、
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
と
き

は
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

（
注
３
）
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
は
、
収
入

の
有
無
に
関
係
な
く
申
告
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
こ
の
保
険
の
加
入
者
で

非
課
税
年
金
（
遺
族
年
金
、
障
害
者

年
金
等
）
の
み
を
受
給
し
、
配
偶
者

控
除
、
扶
養
控
除
の
該
当
で
な
い
人

に
つ
い
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

５.

前
記
１
〜
４
以
外
で
、
課
税
の

対
象
と
な
る
収
入
の
あ
る
人
（
法
律

に
よ
っ
て
申
告
義
務
が
免
除
さ
れ
て

い
る
所
得
が
あ
る
人
を
除
く
）

確
定
申
告
、市
県
民
税
の
申
告
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
場
合
、
所

得
が
低
い
世
帯
に
適
用
と
な
る
国
民

健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
証
明
等
が
必
要
な
場

合
で
も
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

会

場

受
付
時
間

期
日

出
張
相
談
会
場

市
民
会
館

広
瀬
庁
舎

伯
太
庁
舎

9
時
３０
分
〜
１６
時

9
時
〜
１６
時

２
月
１７
日
㈪
・
赤
屋
●交

○（
税
務
署
）

○

○

１８
日
㈫
・
東
比
田
●交

○（
税
務
署
）

○

○

１９
日
㈬
・
宇
波
●交
（
午
前
）

・
山
佐
●交
（
午
後
）

○（
税
務
署
）

○

○

２０
日
㈭
・
奥
田
原
●交（
午
前
）

・
西
谷
●交
（
午
後
）

○（
税
務
署
）

○

○

２１
日
㈮
・
布
部
●交

○（
税
務
署
）

○

○

２２
日
㈯

２３
日
㈰
・
Ｊ
Ａ
あ
か
え
支
所

・
Ｊ
Ａ
み
な
み
支
所

２４
日
㈪
・
比
田
●交

○

○

○

２５
日
㈫
〜

２８
日
㈮

○

○

○

３
月
１
日
㈯

○（
休
日
受
付
）

２
日
㈰

３
日
㈪
〜

７
日
㈮

○

○

○

８
日
㈯

９
日
㈰

○（
休
日
受
付
）

１０
日
㈪
〜

１４
日
㈮

○

○

○

１５
日
㈯

１６
日
㈰

○（
休
日
受
付
）

１７
日
㈪

○

○

○

平平
成成
２２６６
年年
度度
市市
県県
民民
税税
・・
平平
成成
２２５５
年年
分分
所所
得得
税税

申申
告告
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー

※（午前）は９時～11時 30分、（午後）は 13時 30分～16時。■●交は「交流センター」の略。■（税務署）は、
「松江税務署職員と税理士による相談・申告受付日」の略。会場は安来市民会館中会議室。■くにびきメッセ
（松江市）でも申告ができます。期間は２月 17日㈪～３月 17日㈪の平日、２月 23日㈰、３月２日㈰。

申
告
を
し
な
い
と

※※

国税庁のホームページにある

「確定申告等作成コーナー」で

は、画面の案内に従って金額等

を入力することで、税額などが

自動計算され、簡単に確定申告

書を作成することができます。

作成した申告書は e-Tax（イータックス）

での送信や、印刷して郵送等で税務署に提出

することができます。

e-Tax は、インターネットで国税の申告や

納税、届出などの手続きができるシステムで

す。詳しくは税務署までお問い合わせくださ

い。

確確定定申申告告書書等等作作成成ココーーナナーーでで

●問い合わせ

松江税務署

℡０８５２‐２１‐７７１１

申告書の作成は、便利な

５



①
印
鑑
（
認
印
で
可
）

②
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
（
コ

ピ
ー
不
可
）

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
所

得
計
算
の
基
礎
と
な
る
書
類

④
税
務
署
か
ら
申
告
書
等
が
送
ら
れ

て
き
た
場
合
は
そ
の
申
告
書
等

⑤
申
告
者
名
義
の
預
金
通
帳
等
の
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
口
座
納

付
ま
た
は
還
付
の
た
め
）

⑥
前
年
の
控
え
書
類
一
式
（
市
の
申

告
会
場
で
申
告
を
さ
れ
た
場
合
）

●
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

国
民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民
年

金
基
金
掛
金
は
、
日
本
年
金
機
構
の

発
行
す
る
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
の

添
付
が
必
要
で
す
。

●
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
控
除

を
受
け
る
場
合

保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
平
成
２５

年
中
に
支
払
っ
た
控
除
証
明
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

自
分
や
家
族
の
た
め
に
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は
、
計
算
に
よ
り
医

療
費
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
予
防
、
美

容
目
的
等
の
も
の
は
除
き
ま
す
）

▽
領
収
書
が
必
要
で
す

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

平
成
２５
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
な

ど
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
医
療
を

受
け
た
人
ご
と
に
集
計
し
、
高
額
療

養
費
、
生
命
保
険
等
で
給
付
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
金
額
も
受
け
た
人
ご

と
に
集
計
し
て
、
申
告
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
所
得
の
５
％
の
金
額

ま
た
は
１０
万
円
の
低
い
方
の
額
を
超

え
た
金
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
お
む
つ
使
用
証
明
に
係
る
医
療
費

控
除
を
申
告
す
る
人

要
介
護
者
の
お
む
つ
代
の
医
療
費

○
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設

対
象
者

所
得
税
お
よ
び
源
泉

所
得
税
の
納
税
義
務
者

対
象
期
間

平
成
２５
年
１
月
か

ら
平
成
４９
年
１２
月
ま
で

税
額
計
算

基
準
所
得
税
額

×

２
・
１
％

○
個
人
市
県
民
税均

等
割
税
率
の
改
正

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
目

的
と
し
て
、
平
成
２３
年
度
か
ら
平
成

２７
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
施
策
の
う

ち
、
緊
急
に
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
防
災
施
策
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
、
個
人
市
県
民
税
の
均
等
割
の

標
準
税
率
に
、
地
方
税
法
の
特
例
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
例
内
容

個
人
市
県
民
税
の
均
等

割
に
対
し
、
県
民
税
、
市
民
税
が

各
５
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
安
来
市
の
場
合
、均
等
割
の

年
額
が
５
５
０
０
円（
県
民
税

２
０
０
０
円
※
内
５
０
０
円

は
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
、

市
民
税
３
５
０
０
円
）
と
な

り
ま
す
。

対
象
期
間

平
成
26
年
度
か
ら
平
成

３５
年
度
ま
で

○
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

特
例
控
除
額
の
変
更

ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
係
る
個
人
市

県
民
税
の
寄
附
金
控
除
は
、
特
例
控

除
額
の
算
定
に
用
い
る
所
得
税
の
税

率
に
、
復
興
特
別
所
得
税
率
（
２
・

１
％
）
を
乗
じ
た
率
を
加
算
す
る
措

置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
例
控
除
分
の
算
出
式
（
個
人
市
県

民
税
所
得
割
の
１０
％
が
限
度
）

（
寄
付
金
額－

２
０
０
０
円
）×

（
９０
％－

寄
付
者
に
適
用
さ
れ
る

所
得
税
の
税
率
×
１
・
０
２
１
）

対
象
期
間

平
成
26
年
度
か
ら
平
成

５０
年
度
ま
で

○
給
与
所
得
控
除
に
上
限
を
設
定

給
与
収
入
金
額
が
１
５
０
０
万
円

を
超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除

は
、
２
４
５
万
円
が
上
限
と
な
り
ま

す
。

所
得
税
の
主
な
改
正
点

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
点

共
通
の
主
な
改
正
点

申

告

に

必

要

な

も

の

平平成成２２５５年年分分申申告告のの主主なな改改正正点点

共

通

インターネットで申告から納税までできる便利なｅ‐Tax！

控
除
の
種
類
別

６



控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
師
の
発
行

す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
両
方
の
条
件
に
該

当
す
る
人
は
、
市
が
発
行
す
る
証
明

書
で
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

⑴
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
人

⑵
「
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
」
に

よ
り
「
寝
た
き
り
」
と
「
尿
失
禁
」

が
確
認
で
き
る
場
合

※
証
明
書
の
申
請
窓
口
は
、
高
齢
者

安
心
課
（
広
瀬
庁
舎
）
ま
た
は
、
市

民
課
４
番
窓
口
（
安
来
庁
舎
）、
伯

太
地
域
セ
ン
タ
ー
（
伯
太
庁
舎
）
で

す
。

●
住
宅
の
新
築
、
増
改
築
を
行
っ
た

と
き
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
住
宅
の

新
築
、
増
改
築
を
し
た
場
合
、
要
件

が
満
た
さ
れ
れ
ば
所
得
税
の
税
額
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住

宅
を
取
得
し
た
ケ
ー
ス
に
よ
り
必
要

書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
松
江
税

務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
と
障
害
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な

く
て
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
は
、「
寝
た
き
り
度
」「
認
知
症

自
立
度
」
の
程
度
に
よ
り
、
障
害
者

控
除
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
の
人
が
障
害
者
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
市
が
発
行
す
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
認
定
書
の
申
請
窓
口
は
、
高
齢
者

安
心
課
（
広
瀬
庁
舎
）、
市
民
課
４

番
窓
口
（
安
来
庁
舎
）、
伯
太
地
域

セ
ン
タ
ー
（
伯
太
庁
舎
）
で
す
。

●
営
業
・
不
動
産
所
得
を
申
告
す
る

人
領
収
書
な
ど
を
集
計
し
、
収
支
内

訳
書
を
作
成
し
て
か
ら
申
告
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
農
業
所
得
を
申
告
す
る
人

領
収
書
な
ど
を
集
計
し
、
収
支
内

訳
書
ま
た
は
月
別
総
括
表
を
作
成
し

て
か
ら
申
告
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
減
価
償
却
台
帳
は
市
で
は
管
理

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
で
作

成
、
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
減

価
償
却
費
自
動
計
算
エ
ク
セ
ル
シ
ー

ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
）

１月下旬に納付額通知書を送付します

●国民健康保険税について 納税課 ℡２３‐３０４３

●後期高齢者医療保険料について

保険年金課 ℡２３‐３０８５

●介護保険料について 高齢者安心課 ℡２３‐３２９３

平成２５年中に国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・

介護保険料を納付された人

・国民健康保険税は、納税義務者である世帯主に通知

します。

・後期高齢者医療保険料は、被保険者ごとに通知します。

・介護保険料は、第１号被保険者（６５歳以上の人）に

通知します。

・年金から特別徴収（年金から引き去り）された国民

健康保険税および後期高齢者医療保険料、介護保険

料は、年金保険者（日本年金機構など）から送付さ

れる公的年金等の源泉徴収票で確認してください。

平成２５年中に納付された国民健康

保険税および後期高齢者医療保険料、

介護保険料は、社会保険料控除の対象

となります。このうち普通徴収（納付

書または口座振替）にて納付された額

を１月下旬に通知します。確定申告や

市県民税申告にご利用ください。（こ

の通知書は申告書への添付の義務はあ

りません。）

【問い合わせ】
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校
舎
の
耐
震
化
対
策
と
し
て
平

成
２３
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
第
一

中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業
は
、
１１

月
２５
日
に
新
校
舎
の
建
設
工
事
が

完
了
し
、
３
学
期
か
ら
新
校
舎
で

の
学
校
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

３
学
期
始
業
日
の
１
月
７
日
に

は
同
校
体
育
館
で
記
念
式
典
な
ど

を
開
催
。
生
徒
や
教
員
、
関
係
者

ら
が
一
堂
に
会
し
て
し
ゅ
ん
工
を

祝
い
、
生
徒
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
野
坂
祐
希
さ
ん
（
３
年
生
）
は
、

「
新
校
舎
に
入
れ
る
こ
と
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
。
大
切
に
使
い
、

な

じ

早
く
馴
染
ん
で
一
中
の
伝
統
を
引

き
継
い
で
行
き
た
い
」
と
感
謝
の

気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
１
階
か
ら
３
階
ま

で
を
一
体
的
に
つ
な
ぐ
吹
き
抜
け

空
間
を
設
け
、
学
校
全
体
の
つ
な

が
り
感
を
創
出
。
ま
た
、
地
元
産

木
材
の
使
用
、
屋
根
に
は
建
材
一

体
型
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設

置
す
る
な
ど
環
境
に
も
配
慮
し
、

温
も
り
の
あ
る
学
び
や
と
な
っ
て

い
ま
す
。

新
校
舎
の
完
成
に
よ
り
、
市
内

す
べ
て
の
小
中
学
校
で
、
校
舎
の

耐
震
化
対
策
が
完
了
し
ま
し
た
。

伊
達
山
教
育
長
の
退
任
に

伴
い
、
後
任
の
教
育
長
に
勝

部
慎
哉
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

●
退
任

▽
伊
達
山
興
嗣
氏

（
１２
月
３１
日
付
。
旧
任
は
、

教
育
長
）

●
新
任

▽
教
育
長
…
勝
部
慎
哉
氏

（
１
月
１
日
付
。
任
期
は
前

教
育
長
の
残
任
期
間
で
、
平

成
２８
年
１１
月
８
日
ま
で
）

中
国
電
力
株
式
会
社
が
、
島
根
原
子
力
発

電
所
２
号
機
の
新
規
制
基
準
へ
の
適
合
性
確

認
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
関
し
、
島
根
県
か

ら
の
意
見
照
会
に
対
し
て
市
は
１２
月
２０
日
、

５
項
目
の
意
見
（
※
１
）
を
付
け
た
上
で
審

査
の
申
請
を
了
解
す
る
回
答
を
提
出
し
ま
し

た
。

新新校校舎舎のの完完成成をを祝祝いい、、出出席席者者全全員員でで校校歌歌をを斉斉唱唱。。

新新ししいい学学びびややでで新新学学期期ススタターートト

第一中学校新校舎がしゅん工

安
来
市
教
育
委
員
の
異
動

市市政政トトピピッッククスス

新
し
い
教
育
長
に
勝
部
慎
哉
氏

最近の主な動きを

お伝えします

勝部慎哉教育長

島島根根県県かかららのの意意見見照照会会にに回回答答

島根原発２号機の安全審査申請について

住民説明会の様子。
（12月 14日、安来中央交
流センター）。

■第第一一中中学学校校新新校校舎舎建建築築概概要要
・・構構造造……鉄鉄筋筋ココンンククリリーートト造造３３階階建建てて
・・延延べべ床床面面積積……７７，，４４１１７７㎡㎡
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大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
緊
急
通
信
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
市
と
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

西
日
本
）
島
根
支
店
は
１２
月
１９
日
、「
特
設
公
衆
電
話
の

設
置
・
利
用
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
安
来
市
の
避
難
所
と
な
る
各
地
区
の
小
・

中
学
校
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
２６
施
設
に
、
一
般
の
電
話
よ

り
も
優
先
し
て
つ
な
が
る
発
信
専
用
の
電
話
回
線
を
設
置

す
る
も
の
。
災
害
時
に
速
や
か
な
情
報
伝
達
手
段
が
確
保

さ
れ
、
被
災
者
な
ど
が
特
設
公
衆
電
話
を
使
っ
て
、
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）

を
利
用
し
た
り
、
知
人
へ
の
安

否
連
絡
な
ど
を
無
料
で
行
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
災
害
対
策
本
部

に
お
い
て
は
、
緊
急
連
絡
手
段

の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
被
災

者
の
支
援
や
地
域
防
災
力
の
強

化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
中
国
電
力
が
原
子
力
規
制
委
員
会
へ
審
査

申
請
を
す
る
た
め
、
県
に
事
前
了
解
を
申
し
入
れ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
。
市
と
県
と
の
覚
書
に
基
づ
き
、
県
が

原
発
に
関
す
る
重
要
な
判
断
を
す
る
際
は
、
市
の
意
見

を
聴
取
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

回
答
に
あ
た
っ
て
は
、
市
議
会
や
住
民
説
明
会
で
の

意
見
な
ど
を
踏
ま
え
て
国
等
に
対
す
る
市
の
基
本
的
な

考
え
を
述
べ
た
上
で
、
中
国
電
力
や
原
子
力
規
制
委
員

会
、
国
に
対
す
る
共
通
の
要
請
事
項
を
意
見
と
し
て
付

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
中

国
電
力
と
の
原
子
力
安
全
協
定
の
締
結
を
求
め
て
い
く

と
と
も
に
、
原
子
力
防
災
・
安
全
対
策
の
一
層
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

各階に設置された
多目的スペース。

校舎の中央部に
設けられた吹き
抜け空間。

ＮＮＴＴＴＴ島島根根支支店店とと

協協定定締締結結

大規模災害への備え

避難所に特設公衆電話回線設置

①
適
合
性
確
認
申
請
と
は
別
に
、
原
子
炉
の
再
稼

働
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
。

②
適
合
性
確
認
審
査
の
過
程
は
、
周
辺
自
治
体
お

よ
び
住
民
に
対
し
て
適
宜
て
い
ね
い
な
説
明
を

行
う
こ
と
。

③
地
震
な
ど
に
つ
い
て
、
新
た
な
知
見
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
・
適
確
に
安

全
対
策
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

④
安
全
対
策
は
、
設
備
面
の
み
な
ら
ず
、
平
素
か

ら
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
体
制
を
充
実
強
化

さ
せ
る
こ
と
。

⑤
新
規
制
基
準
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
上

の
安
全
対
策
を
引
き
続
き
講
じ
る
こ
と
。

（※１）県に回答した５項目の意見の要旨

調印後、握手を交わすＮＴＴ西日本
島根支店・杉島支店長（右）と新田
副市長。
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小中学生や高校生を対象に、家族や友人と新聞記事を

読んだ感想などを募る「第４回いっしょに読もう！新聞

コンクール」（日本新聞協会主催）で、全国から応募のあっ
こう こ

た 32,774 編の中から、藤原杏湖さん（社日小１年生）の

作品が、最優秀賞に次ぐ審査員特別賞に選ばれました。

ペンギンが好きな藤原さんが選んだ記事は、「ペンギン

ひな誕生」で、親子ペンギンの写真のかわいらしさにひ

かれて記事を読み応募。小学１年生ながら、記事の内容

を読み取り、自分の考えを自分の言葉で表現できている

点や、ペンギンの家族を思いやる気持ちが伝わってくる

点などが審査員の評価を受けました。藤原さんは、「ペン

ギンの赤ちゃんがかわいく、これなら書けそうだと思っ

た。うれしい」と受賞の喜びを話しました。

農業に携わる市内在住の男性と都会に住む女性

が、農業体験や市内観光などを通して親睦を図る

婚活イベント「おもてなし農婚」（安来地域担い

手育成総合支援協議会主催）が、１２月１４日・１５日

に開催され、独身男女３１人が交流を深めました。

参加したのは、男性は１０～５０歳代の１７人、女性

は東京や大阪などに在住し、安来や農業に関心を

持つ２０～４０歳代の１４人。イチゴの収穫体験では、

男女がペアとなり、男性の手ほどきを受けながら

楽しげに収穫する姿が見られました。

このイベントで８組のカップルが誕生し、ご縁

の場として成果を挙げていました。
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12 月 16 日、安来高校図書館で生徒や市民など

を対象とした図書館文化講座が開催され、今年

度、島根県高文連新聞コンクールで最優秀賞を受

賞し、全国学芸サイエンスコンクールで入選を果

たした同校新聞部が記念発表を行いました。
かん な

テーマは「鉄穴流しが遺した里山の景観と天井

川の今昔」で、棚田の風景など中国山地沿いに残

る独特の里山景観は、たたら製鉄の原料である砂

鉄の採取法「鉄穴流し」によって大きく影響を受

けてきたことなどを解説。１年間の取材活動をま

とめ、市内外に点在する鉄穴流しの跡地や、土砂
たい せき

の堆積で川底が上昇した飯梨川や伯太川の今昔の

姿を紹介するなど、研究の成果を披露しました。

どう

今年一年の幸せを願い、鼕を高らかに打ち鳴らす

広瀬地区の伝統行事「正月鼕揃い打ち」が１月３日、

ひろせショッピングセンター前で行われました。

この行事は、170 年以上前の江戸時代に、広瀬藩

のとんど行事として始まったことに由来。現在のよ

うに鼕を保有する地区の自治会が集まる揃い打ち

は、尼子太鼓振興会が主催するようになってからと

され、今年で 32 回目を迎えました。

多くの見物人が集まった会場には９基の鼕が並

び、７自治会の住民有志と広瀬交流センターわくわ

くクラブ鼕チームの子どもたちが、笛の音に合わせ

て打ち鳴らし、新年の門出を祝いました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。
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人権について楽しく学びながら、正しい理解を

得てもらおうと 12 月９日、人権フェスティバル

「つなげて未来や 2013 in ひろせ」が広瀬中央交

流センターで開かれ、子どもから大人まで多くの

人が集まりました。

会場には、点字名刺づくりなどの福祉体験や、

福祉施設利用者の皆さんによる販売、人権を啓発

する各種展示、人権相談などのコーナーを設置。
ぱい かじぴとぅ

また、沖縄県出身の「南ぬ風人まーちゃんバンド」

がトーク＆コンサートを開催し、軽快な沖縄サウ

ンドに乗せて、平和を願い、地域の文化や歴史、

自然の大切さを歌詞に込めて歌いました。

会場に集まったさまざまな立場の人が、互いを

認めて支え合う社会について、考える機会となり

ました。

年の瀬恒例の母里市「やまんば祭」が 12 月 25

日、はくた文化学習館周辺で開かれ、正月用品や地

元野菜などを買い求める人でにぎわいました。

江戸時代から続く伝統行事で、市を開いた母里藩

が、藩士の女性にやまんばの姿をさせて、まちの人

たちにお金を配らせ、市を活気づけたことに由来し

ています。今回もどこからかお面を付けたやまんば

が会場に現れ、来場者に抽選券やあめを配って祭り

を盛り上げました。

母里市に 60 年以上通うという野坂愛子さん（伯

太町東母里）は、「年末年始が近づいて来たことを

実感する」とうれしそうに話していました。

介護にまつわる経験や思いを込めた「介護の詩」

の発表会が 12 月 21 日、島根総合福祉専門学校で行

われ、応募の中から栂瀬理千子さん（伯太町東母里）

の作品「少女のように」が最優秀賞に選ばれました。

安来市介護人材を育てる会が、介護に関心を持って

もらおうと開催し、今回で４回目。

栂瀬さんの作品は、認知症の母と化粧を楽しむひ

とときを書いたもの。言葉のやりとりはないもの

の、喜びがあふれる母の心を感じ、感謝を伝えたかっ

たという気持ちが込められており、親子の温かさや

絆がうまく表現されていると高い評価

を受けました。

子子どどももたたちちににああめめをを

配配るるややままんんばば。。

楽しいステージで会場を一体感に包んだ「南ぬ

風人まーちゃんバンド」のコンサート。
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新新着着図図書書紹紹介介

まちモジ 小林 章

東京五輪１９６４ 佐藤次郎

辞書の仕事 増井 元

冬虫夏草 梨木香歩

大江戸ドクター 和田はつ子

天使の柩 村山由佳

はなとゆめ 冲方 丁

失敗屋ファーザー 樋口卓治

ガンコロリン 海堂 尊

〈お子さんのほん〉

盆栽えほん 大野八生

レントゲン 風野 潮

水の精とふしぎなカヌー岡田 淳

ひいきにかんぱい！ 宮川ひろ

波乱（百万石の留守居役）

上田秀人

うぶすな参り（鎌倉河岸捕物控）

佐伯泰英

ズボラさんのための片づけ大

事典 吉川永里子

パーティーゲーム幹事の達人

土屋書店編集部

〈お子さんのほん〉

きらきらピンク

リュック・メランソン

まめじかカンチルの冒険

松井由紀子

みんなの家出 藤田のぼる

存在しない小説

いとうせいこう

妻が椎茸だったころ 中島京子

ノボさん 伊集院静

書楼弔堂 破曉 京極夏彦

五峰の鷹 安部龍太郎

私のなかの彼女 角田光代

カクメイ 新野剛志

虹の見えた日 澤田ふじ子

赤ヘル１９７５ 重松清

香夜（かぐや） 高樹のぶ子

櫛挽道守 木内昇

〈お子さんのほん〉

こひつじまある 山内ふじ江

ヘンテコリンおじさん

みやにしたつや

地球の人口を考える 鬼頭宏

10 分スイーツ秋・冬

しらいしやすこ

長年にわたり地域の環境美化に貢献しているとして、宮川清

治さん（安来町）が社団法人日本善行会から表彰を受けました。

健康維持のため、散歩を日課としていた宮川さんは、ゴミが

あちこちに落ちているのを見て、気持ちよく歩くためにはと考

え、平成１3年８月からゴミ袋を手に散歩をするようになりまし

た。

以来、降雪の日などを除く毎朝、道路や伯太川の土手などに捨

てられたゴミを黙々と回収し、自宅で分別の上、排出されていま

す。また、地元の小学校から環境学習の講師として招かれること

もあり、環境を守っていくことの大切さを伝えています。「最近

はゴミの量も減ってきました」と話す宮川さん。散歩の道がきれ

いになり、ゴミを捨てにくい環境に変わりつつあ

ることが何よりの喜びとなっています。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３７－００５０

蔵書点検のため次の期間を休館とします

●休館期間 ２月３日㈪～２月７日㈮

ははくくたた図図書書室室かかららののおお知知ららせせ

℡３２－４４５５℡２２－２５７４

図書館からのお知らせ
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身
近
な
地
域
か
ら
世
界
規

模
の
こ
と
ま
で
、
環
境
問
題

を
中
心
に
未
来
に
関
心
を
持

つ
人
が
集
い
、
互
い
に
学
び

考
え
、
情
報
発
信
す
る
こ
と

で
、
よ
り
良
い
社
会
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
映
画
上
映
・
講
演
会

地
球
温
暖
化
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
、
食
の
安
全
な
ど
に

関
す
る
講
演
会
や
映
画
上
映

な
ど
を
企
画
。
多
く
の
市
民

に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
と

も
に
考
え
る
機
会
を
作
っ
て

い
ま
す
。

※
今
年
度
は
昨
年
９
月
に
環

境
活
動
家
・
田
中
優
氏
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▽
清
掃
活
動

奇
数
月
の
第
４
日
曜
日
に

中
海
護
岸
を
中
心
に
市
内
の

各
所
で
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
清

掃
活
動
を
実
施
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

自
然
環
境
に
限
ら
ず
、
教

育
・
国
際
問
題
な
ど
の
社
会

環
境
全
般
に
つ
い
て
自
分
の

思
い
を
話
し
合
い
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
未
来
に
つ
い
て

話
し
合
う
人
を
募
集
中
で
す
。

外
国
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
異
文
化
に
触
れ
、
自
分
の

価
値
観
を
広
げ
、
国
際
的
な

視
点
・
発
想
・
行
動
力
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ

ス
ベ
ン
市
と
の
交
流
活
動

安
来
と
ブ
リ
ス
ベ
ン
の
子

ど
も
た
ち
が
毎
年
交
互
に
小

学
校
を
訪
問
。
ホ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
し
な
が
ら
、
学
校
の

授
業
へ
の
参
加
や
文
化
体
験

を
行
い
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。

◎
３
月
に
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
訪

問
す
る
人
を
募
集
し
ま
す

対
象
…
市
内
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生

期
間
…
３
月
２６
日
㈬
〜
４
月

２
日
㈬

▽
外
国
料
理
教
室

市
民
を
対
象
に
料
理
教
室

を
開
催
。
外
国
人
を
講
師
に

招
き
、
そ
の
国
で
親
し
ま
れ

て
い
る
料
理
を
教
わ
っ
て
い

ま
す
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

外
国
人
と
触
れ
合
う
こ
と

で
よ
り
広
い
視
野
を
身
に
つ

け
、
２１
世
紀
に
羽
ば
た
く
人

材
が
育
つ
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

１１９９

●問い合わせ

やすぎボランティア団体ネットワーク

事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

考
え
・
学
ぶ

私
た
ち
の
未
来

国
際
感
覚
豊
か
な
人
づ
く
り

２２００

皆さんに利活用していただくため、

ネットワークに加盟する団体をシリーズ

で紹介しています。

ＦＩＬＥ

やや
すす
ぎぎ
環環
境境
とと

未未
来来
をを
考考
ええ
るる
会会

安安
来来
国国
際際
交交
流流
協協
会会

ＦＩＬＥ

１０

清清掃掃活活動動のの様様子子

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

●
問
い
合
わ
せ

事
務
局

仲
佐
伸
夫

℡
２３‐

１
０
４
８

●
問
い
合
わ
せ

代
表

井
塚
達
人

℡
０
９
０‐

３
３
７
０‐

５
６
８
５
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薪
（
ま
き
）
を
お
譲
り
し
ま
す

●問
環
境
政
策
課

℡
２３‐

３
１
０
１

資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め

市
の
ご
み
処
理
施
設
に
搬
入
さ

れ
た
樹
木
で
作
っ
た
薪
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
（
事
業
者
を
除
く
）

に
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。（
数

量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

無
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

期
日
・
場
所

２
月
１２
日
㈬
９

時
か
ら
受
付
、
清
瀬
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

そ
の
他

▽
引
き
渡
し
量
は
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
程
度
ま
で

▽
当
日
持
ち
帰
る
こ
と
が
条
件

で
す
。
電
話
予
約
や
取
り
置
き

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
「
安
来
市
庁
舎
地
区

計
画
廃
止
」
の
縦
覧
に
つ
い
て

●問
庁
舎
建
設
推
進
室

℡
２３‐

３
０
６
３

松
江
圏
都
市
計
画
地
区
計
画

の
変
更
を
し
ま
し
た
の
で
、
こ

の
変
更
に
関
す
る
書
類
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

該
当
区
域

安
来
町
・
飯
島
町
・

切
川
町
の
各
一
部

縦
覧
場
所

庁
舎
建
設
推
進
室

（
安
来
市
民
会
館
２
階
）

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計
画

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

●問
都
市
計
画
課

℡
２３‐
３
２
４
０

日
時

１
月
２８
日
㈫
１９
時
〜

場
所

安
来
中
央
●交
３
階

自
衛
官
の
募
集

●申
●問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
松
江
募
集
案
内
所

℡
０
８
５
２‐

２４‐

６
５
３
７

●●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び

技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し

平
成
２７
年
４
月
１
日
現
在
で
２０

歳
以
上
２６
歳
未
満
の
者
（
２２
歳

未
満
の
者
は
大
学
を
卒
業
し
た

者
な
ど
※
見
込
み
含
む
）
、
大

学
院
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見

込
み
含
む
）
は
２８
歳
未
満
の
者
。

受
付
期
間

２
月
１
日
㈯
〜
４

月
２５
日
㈮
（
必
着
）

試
験
（
１
次
試
験
）

５
月
１０

日
㈯（
場
所
は
受
付
時
に
通
知
）

※
飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月

１１
日
㈰
に
操
縦
適
性
検
査
。

採
用
時
期

平
成
２７
年
３
月
下

旬
か
ら
４
月
上
旬
。

●●
予
備
自
衛
官
補

応
募
資
格

▽
一
般
公
募
…
１８

歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者

▽
技

能
公
募
…
１８
歳
以
上
で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
技
能

に
応
じ
５３
歳
か
ら
５５
歳
未
満
の

者
。
※
年
齢
は
、
い
ず
れ
も
平

成
２６
年
７
月
１
日
現
在
。

受
付
期
限

４
月
２
日
㈬
（
必

着
）

試
験

４
月
１１
日
㈮
〜
４
月
１５

日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る

１
日

採
用
時
期

平
成
２６
年

７
月
１
日
以
降
。

伯太地域

（８，４００）

（１４，０００）

（１，５００）

（９３）

（４２）

（６０）

（１２）

（１１８）

（５６）

（４，５００）

（１２，７００）

（１，０００）

（８７）

（９）

８，５００

１４，０００

３，１００

７５

３８

６０

２０

６４

２５

広瀬地域

（７，２００）

（１６，０００）

（１，９００）

（４４）

（３６）

（７０）

（１８）

（７７）

（９）

８，５００

１０，０００

４，１００

１３

２８

６０

１０

９３

５２

４，４００

１２，７００

２，３００

８０

２２

安来地域

（８，７００）

（２０，４００）

（３，０００）

（２４９）

（３６）

（６９）

（１４）

（２６６）

（７９）

８，１００

１５，０００

２，０００

１７６

３７

９０

３０

１１７

５８

平均（円）

最高（円）

最低（円）

データ数

平均（㎏）

最高（㎏）

最低（㎏）

データ数

データ数

平均（円）

最高（円）

最低（円）

データ数

データ数

現 金

米 穀

使用貸借

現 金

使用貸借

田

畑

※この情報は、平成 24年度の利用権設定の賃借料などを基に算出したものです。

※（）内は前回
●安来市における農地の賃借料情報（１０アール当たり）

平成 26 年中（１月～12 月）に、農地の賃貸借契約を

される場合、以下の情報を参考に、貸し人と借り人双方

の話し合いの上で契約を締結してください。

農地の賃借料情報を提供します

●問農業委員会事務局 ℡２３‐３３６０

行行

政政

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

１５



乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
１３
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
１３
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２７
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、ア
ン

ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

２
月
２７
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

２
月
１２
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
は
つ
ら
つ
☆
マ
タ
ニ
テ
ィ

ル
ー
ム
♪
（
後
期
教
室
）

日
時
・
場
所

２
月
９
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

妊
娠
６
カ
月
以
降
の
妊

婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど
。

申
込
期
限

２
月
７
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
ほ
っ
と
マ
マ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
交
流

会
♪
（
前
期
教
室
）

日
時

２
月
２３
日
㈰
１０
時
〜
１１

時
５０
分
（
３
ク
ー
ル
に
分
け
て

実
施
し
ま
す
。
１
ク
ー
ル
３０
分
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

お
お
む
ね
妊
娠
６
カ
月

未
満
の
妊
婦
と
そ
の
夫
。

内
容

妊
婦
同
士
の
交
流
会
。

申
込
期
限

２
月
２１
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

妊
婦
歯
科
検
診

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

２
月
２３
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
１１
月
〜
１
月

に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人
。
（
対
象
者
に
は
、
１

月
中
に
予
約
票
な
ど
を
送
付
）

内
容

歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
検

診
票
、
予
約
票
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

歯
ブ
ラ
シ
。

発 効 日

平成２５年１１月６日

平成２５年１２月１４日

平成２５年１２月２７日

平成２５年１２月２９日

平成２５年１２月２７日

平成２５年１２月２８日

平成２２年１２月１２日

引上額

１２円

１２円

１１円

７円

９円

１２円

―

時間額

６６４円

７７５円

７６１円

７０７円

７６０円

７３２円

７０４円

件 名

島根県最低賃金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業

はん用機械器具、生産用機械器具、

業務用機械器具製造業

電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具

製造業

自動車・同付属品製造業

自動車（新車）小売業

百貨店、総合スーパー

産
業
別
最
低
賃
金

・２～３歳のお子さん

…１０時～１２時

・４歳以上のお子さん

…１２時～１４時３０分

※塗布後３０分は飲食できません。

※料金は５００円。

日時 ２月９日㈰１０時～１５時

場所 プラーナ２階多目的ホール

内容 歯科検診、ブラッシング指導、

フッ化物塗布（子どもが対象）

※歯科健診は、保護者も受け

ていただくことができます。

島根県内の事業所で働く皆さんの最低賃金が、次のとおり改定されました。

●フッ化物塗布の受付時間

こうくう

口腔衛生展

●問子ども未来課
℡２３‐３２２２

●問島根労働局賃金室 ℡０８５２‐３１‐１１５８

「島根県最低賃金」改定のお知らせ

保保

健健
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離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※
時
間
は
、
受
付
時
間
で
す
。

●●
ぱ
く
ぱ
く
教
室
（
生
後
１２
カ

月
〜
２４
カ
月
児
対
象
）

日
時
・
場
所

２
月
４
日
㈫
９

時
４５
分
〜
１０
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

申
込
期
限

１
月
３１
日
㈮

●●
ご
っ
く
ん
教
室
（
生
後
５
〜

６
か
月
児
対
象
）
・
か
み
か
み

教
室
（
生
後
９
〜
１１
カ
月
児
対

象
）歯

科
現
場
か
ら
離
れ
て
い
る

人
や
新
人
さ
ん
な
ど
、
こ
の
機

会
に
フ
ッ
化
物
塗
布
に
つ
い
て

学
び
活
躍
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
１８
日
㈫
▽
ご
っ
く

ん
教
室
（
９
時
４５
分
〜
１０
時
）

▽
か
み
か
み
教
室
（
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
）

場
所

広
瀬
●健

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

申
込
期
限

２
月
１４
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
お
母
さ
ん
の
た
め
の
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
講
座

ほ
ん
の
ひ
と
と
き
、
お
母
さ

ん
が
育
児
か
ら
離
れ
、
ほ
っ
と

で
き
る
時
間
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

２
月
１０
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

持
ち
物

洗
面
器
、
フ
ェ
イ
ス

タ
オ
ル
２
枚
。

そ
の
他

託
児
あ
り
（
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
）

●●
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
会

「
子
ど
も
に
伝
え
る
の
っ
て

難
し
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
ゲ
ー

ム
を
交
え
な
が
ら
楽
し
く
お
話

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

２
月
２４
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

対
象

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
。

里
親
さ
ん
と
の
お
話
会
「
知
っ

て
下
さ
い
、
里
親
制
度
」
（
参

加
無
料
・
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
地
区
里
親
会
事
務
局

（
島
根
県
中
央
児
童
相
談
所
内
）

℡
０
８
５
２‐

２１‐

３
１
６
８

里
親
に
興
味
の
あ
る
人
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

２
月
１５
日
㈯
１３
時
３０
分

〜
１５
時
３０
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

内
容

県
内
に
お
住
ま
い
の
里

親
さ
ん
と
の
お
話
会
（
里
親
制

度
に
つ
い
て
、
体
験
談
な
ど
）

主
催

松
江
地
区
里
親
会

●
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
の
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

里
親
制
度
と
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
、
里
親
が
家
族

の
一
員
と
し
て
自
分
の
家
庭
に

迎
え
入
れ
、
家
庭
的
な
雰
囲
気

の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養
育

し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

と
り
だ
い
病
院
安
来
セ
ミ
ナ
ー

（
参
加
無
料
）

●問
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
２
０

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

（
と
り
だ
い
病
院
）
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
な
ど

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容

▽
１
月
２５
日
㈯
１３
時
〜
１４
時
、

安
来
中
央
●交
、
心
臓
病
治
療
の

こ
う
そ
く

最
前
線
〜
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞

に
つ
い
て
〜
（
講
師
は
、
助
教
・

古
瀬
祥
之
氏
）

▽
２
月
１
日
㈯
１４
時
〜
１５
時
、

安
田
●交
、
内
視
鏡
で
見
つ
け

て
治
せ
る
や
さ
し
い
が
ん
治
療

（
講
師
は
八
島
一
夫
氏
）

▽
２
月
２２
日
㈯
１０
時
〜
１１
時
、

宇
賀
荘
●交
、
早
期
発
見
が
大
事

で
す
。
〜
肺
が
ん
の
す
べ
て
〜

（
講
師
は
、助
教
・
小
谷
昌
広
氏
）

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

２
月
３
日
㈪
・
１０
日
㈪
・

１７
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
初
級
コ
ー
ス
」

日
時

２
月
２４
日
㈪
・
２５
日
㈫
・

２７
日
㈭
・
２８
日
㈮
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
年
金
入
門
講
座

年
金
に
関
心
の
あ
る
人
や
退

職
前
の
人
を
対
象
に
、
知
っ
て

お
き
た
い
年
金
知
識
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

２
月
２３
日
㈰
１０
時
〜
１２

時受
講
料

無
料
。

そ
の
他

▽
定
員
１
０

０
人
程
度

▽
要
申
込

▽
筆
記
用
具
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

教教
室室
・・
講講
座座
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心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐
３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
２
月
６
日
㈭
・

１７
日
㈪
・
２７
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

２
月
１３
日
㈭

１１
時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
歳
〜
４０
歳

の
人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

２
月
１０
日
㈪

福
祉
の
進
路
相
談
会

（
無
料
・
要
予
約
）

●問
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校

℡
０
１
２
０‐

５
５
６‐

５
３
２

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

介
護
・
保
育
分
野
で
の
就
職

を
目
指
し
、
資
格
取
得
を
お
考

え
の
人
を
対
象
に
、
資
格
取
得

方
法
、
学
費
支
援
制
度
な
ど
の

進
路
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

求
職
者
を
対
象
と
し
た
島
根

県
東
部
高
等
技
術
校
委
託
訓
練

制
度
（
実
施
予
定
。
学
費
は
国

が
全
額
助
成
）
、
介
護
現
場
で

働
き
な
が
ら
介
護
福
祉
士
国
家

試
験
受
験
資
格
取
得
を
目
指
す

実
務
者
養
成
コ
ー
ス
（
通
信

制
）
な
ど
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時
〜

１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜
１５

時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３

‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
市
民
相
談

室
℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会
場

１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
安
来
・

伯
太
会
場
９
時
〜
１２
時

伯
太

会
場
１０
時
〜
１５
時

▽
人
権
施

策
推
進
課
℡
２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

「
第
１
回
し
ま
ね
小
中
学
生
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
展

示
会

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

期
間
・
場
所

２
月
６
日
㈭
〜

２
月
１６
日
㈰
、
安
来
市
立
図
書

館
会
議
室

島
根
県
立
盲
学
校
作
品
展

●問
島
根
県
立
盲
学
校

℡
０
８
５
２‐

３６‐

８
２
２
１

県
立
盲
学
校
の
児
童
・
生
徒

が
、
日
々
の
授
業
で
制
作
し
た

陶
芸
・
絵
画
・
習
字
・
家
庭
科

作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

（
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
作
品

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
点
字
を

書
い
た
り
読
ん
だ
り
で
き
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
）

日
時

１
月
３０
日
㈭
〜
２
月
２

日
㈰
９
時
〜
２２
時

場
所

イ
オ
ン
松
江
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
新
館
１
階
吹
き

抜
け
広
場
横
（
松
江
市
東
朝
日

町
）

泉
源
の
改
修
工
事
に
伴
う
富
田

山
荘
・
憩
い
の
家
の
営
業
変
更

●問
▽
営
業
に
つ
い
て

富
田
山
荘
℡
３２‐

２
２
７
１

▽
改
修
工
事
に
つ
い
て

商
工
観
光
課

℡
２３‐

３
３
４
３

広
瀬
温
泉
の
改
修
工
事
（
泉

源
の
延
命
化
を
図
る
た
め
の
泉

源
井
戸
の
洗
浄
な
ど
）
に
伴
い
、

２
月
中
は
富
田
山
荘
と
憩
い
の

家
の
営
業
内
容
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

変
更
内
容

▽
富
田
山
荘
…
入

浴
・
宿
泊
は
休
業
、
レ
ス
ト
ラ

ン
・
宴
会
場
は
営
業（
要
予
約
）

▽
憩
い
の
家
…
休
館
。

期
間

２
月
１
日
〜
２
月
２８
日

～遙邨が描く富士の魅力１２点ほか～

安来市加納美術館展示案内
ようそん

日本画池田遙邨展

会 期 ４月７日まで（開催中）

１０時～１６時３０分

※入館は１６時まで。

４月１日は休館日

場 所 安来市加納美術館

入館料 ・一般１０００円

（団体料金あり）

・学生５００円。

※障がい者手帳をお持

ちの人、中学生以下

の人は無料。

その他 「名碗－名工の技－」

を同時展示中。

相相

談談

●問安来市加納美術館
℡３６‐０８８０

そそ
のの
他他

イイ
ベベ
ンン
トト

イベント情報
QRコード
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氏名（●は主任児童委員を兼務）

神澤攝雄、矢削重紀、長妻敏政、岩田裕、中島信幸、●石原道子、仲佐トシ子、福田三郎、

佐川裕通、髙家雅子、畑山千代枝、川崎律世、折坂昇

吉野和夫、八幡節子、小藤芳明、角森珠子、山本敏枝、●木口元子、足立誠、小川多摩美

●勝部由紀子、原由美子、奥野啓子、上田広己、松浦卓、大和惠美子、永田正満、福島公平、

安藤高

坂田晋作、酒井照雄、岩田敏雄、加藤昭彦、小澤俊逸、仲佐正志、●仲佐明子、

永谷明美、仲佐京子

北尾忠昭、髙塚光孝、原田貞治、●高木良子、小田原茂樹、田邉悦子

江田昌禧、原修二、●野口芳枝、飯塚経一、飯橋絹子、佐小田幸枝

●大塚もと子、梅林房子、三島澄江、岡屋榮六、北垣ともみ、石場惠子、中尾英子、

湯淺義男

河合幸雄、細田進、加藤玲子、岩崎博俊、藤井俊一、●安部隆子

杉谷定義、二岡賢、青戸守、岩﨑恵美子、佐伯博正、田中實、●山崎建子、●岩見勁、

廣江正治

川井洋一、川村孝子、吉田雅由、前田正二、花谷久代、森脩策、天野和幸、小倉智之、

●少林浩道、磯遊勝利、山﨑良一、石井豪広、坂田臣司、山﨑幹男、西村育朗

須藤操、足立勝利、安達隆夫、平井千富、市川淨子

村上由美、小藤陽子、十阿彌幸、竹田学、澤田琴美、岩田直紀

横山俶和、●重栖洋子、井上隆夫、板垣紀雄、田辺武夫、藤原功治

●細田宥經、栂瀬倫住、仲田八郎、山尾かずえ、石倉みき子

矢竹建一、遠藤和子、秦和男、花田明已、戸崎宣子

妹尾善治、齋木直彦、野々村正司、松岡一枝、永江一美、●三輪喜美代

長谷川照正、安達伸、大西祐昌、小松原祐二、永井清美

地 区

十 神

社 日

赤 江

荒 島

飯 梨

能 義

大塚・吉田

宇賀荘

島 田

広 瀬

山 佐

布 部

比 田

母 里

井 尻

赤 屋

安 田

■民生委員・児童委員 生活に困っている人や障がいのある人、高齢者、児童、ひとり親家庭など

からの相談に応じ、必要な情報提供や行政との架け橋となっていただく地域の奉仕者です。個人

の秘密は固く守りますので、お困りごとがありましたら、お気軽に地区の民生委員・児童委員ま

でご相談ください。※担当の委員が分からない場合は、お問い合わせください。

●問・安来市民生児童委員協議会（社会福祉協議会内） ℡２３‐１８５５

・福祉課 ℡２３‐３２１１

民生委員・児童委員の一斉改選があり、次の皆さんが厚生労働大臣から委嘱され

ました。任期は、平成２５年１２月１日から平成２８年１１月３０日までの３年間です。

民民生生委委員員・・児児童童委委員員をを紹紹介介ししまますす

生活のお困りごとなど、気軽にご相談ください。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

あなたの地区の
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